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	　　　返還免除内定制度として返還免除枠が増えました。��　　平成30年度以降の博士課程進学者から業績優秀者の返還免除において、貸与終了者に対す�　る免除者数の割合が全体合計で従来の３０％から４５％へ増えました（但し、全体で１，２００人が�　上限）。増となる１５％（相当）は、返還免除内定制度による推薦枠として該当の大学ごとに加算�　配分されます。（注１）�　　※返還免除内定制度とは、貸与終了時に決定する業績優秀者の返還免除を進学時に内定する制度です。�　　※返還免除内定制度への申請については、各大学奨学金担当部署にお問い合わせください。
	日本学生支援機構　大学院第一種奨学金�特に優れた業績による返還免除制度（業績優秀者返還免除制度）について

